
盛り上がる再生可能エネルギー市場
　
千
葉
県
内
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽
光
発

電
所

を
始
め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
が
加
速
し
て
い
る
。
全
量
買
い
取
り
制
度

Ｆ
Ｉ

Ｔ

の
開
始
で
民
間
企
業
が
続
々
と
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
に
参
入
。
県
内
金
融
機
関
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
融
資

商
品
の
発
売
な
ど
で
資
金
需
要
を
開
拓
し
て
い
る
。

創
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
開
発
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
施
工
事

業
に
参
入
す
る
中
小
企
業
も
多
い
。

新昭和が市原市に開所したメガソーラー

メガソーラー続々 首都圏１都３県で出力トップ

中小企業にチャンス施工や機器開発、新ビジネスへ

金融機関も融資拡大設備資金、長期貸し付けや金利優遇 千
葉
県
特
集

１都３県における再生可能エネルギー発電設備の認定出力数（７月１日－９月３０日、単位：）

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 １０月３１日 水曜日 　　

千
葉
銀
行
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

融
資
セ
ミ
ナ
ー
に
は
１
２
０

人
の
企
業
経
営
者
ら
が
参
加

し
た

　

月
４
日
、
千
葉
県
市
原

市
で
県
内
初
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
が
稼
働
し
た
。
県
内
大
手

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
新
昭
和

千
葉
県
君
津
市

が
開
発

し
た
も
の
で
、
４
・
６

の

社
有
地
に
出
力
１
９
１
４

、
６
６
０
０
枚
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。
年
間

発
電
量
は
一
般
家
庭
約
６
０

０
世
帯
分
に
相
当
し
、
全
量

を
東
京
電
力
に
売
電
す
る
。

　
開
所
式
に
出
席
し
た
森
田

健
作
千
葉
県
知
事
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
国
家
的
な
課
題
に

な
る
中
で
、
新
昭
和
の
取
り

組
み
は
大
変
心
強
い
」
と
激

励
し
た
。
新
昭
和
は
木
更
津

市
で
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設

を
予
定
す
る
ほ
か
、
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
の
施
工
事
業
に
も
進

出
し
、
首
都
圏
で
受
注
を
伸

ば
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
多
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
だ
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

ー
ズ

東
京
都
港
区

は

月

日
に
佐
倉
市
で
２
０
２

５

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

完
成
。
京
葉
ガ
ス
は
白
井
市

内
の
社
有
地
で
、
約
２
０
０

０

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

年
３
月
に
稼
働
す
る
予
定

だ
。
千
葉
市
は
市
内
の
廃
棄

物
最
終
処
分
場
跡
地

約
３

へ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
誘

致
を
決
定
し
、

月
末
か
ら

設
置
運
営
事
業
者
を
募
集
す

る
。
プ
ロ
ロ
ジ
ス

東
京
都

千
代
田
区

は
運
営
す
る
物

流
施
設
の
屋
根
を
活
用
し
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
を
開

始
。

年
春
に
市
川
市
内
な

ど
全
国
の
８
施
設
で
合
計
１

万

の
発
電
を
開
始
す
る

方
針
だ
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
開

始
し
た
７
月
か
ら
９
月
末
ま

で
に
千
葉
県
内
で
買
い
取
り

対
象
と
認
定
さ
れ
た
発
電
設

備
の
総
出
力
は
４
万
４
７
９

１

。
全
国
９
位
の
出
力

で
、
首
都
圏
１
都
３
県
内
で

は
ト
ッ
プ
だ
。
そ
の
う
ち
出

力
１
０
０
０

以
上
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
は

カ
所

稼

働
前
の
も
の
を
含
む

予
定

さ
れ
て
い
る
。
日
射
量
が
多

く
、
大
規
模
な
遊
休
地
が
多

い
千
葉
県
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

用
地
と
し
て
注
目
を
浴
び
て

い
る
。

　
企
業
の
取
り
組
み
を
行
政

も
後
押
し
す
る
。
千
葉
県
は

商
工
労
働
部
に
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
室
を
設
置
。
今
年
３

月
に

件
の
応
募
か
ら
新
昭

和
な
ど
先
導
的
な
５
件
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
び
、
重
点

支
援
し
て
き
た
。
新
昭
和
の

松
田
芳
彦
社
長
は
「
許
認
可

の
面
な
ど
で
、
県
の
支
援
は

短
期
間
で
の
事
業
立
ち
上
げ

に
大
い
に
役
立
っ
た
」
と
評

価
す
る
。
森
林
法
な
ど
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
に
関
係
す
る
法
律

の
情
報
提
供
や
、
東
京
電
力

へ
の
売
電
手
続
き
の
支
援
な

ど
、
重
点
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
以
外
の
企
業
の
問
い
合
わ

せ
に
も
対
応
し
て
い
る
。
県

は
今
後
約
５
年
で

万

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
を
目
標
に
支
援
を
拡
大
し

て
い
く
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
は
多
額
の
設
備
資
金

が
必
要
だ
。
１
０
０
０

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
投
資
額

は
３
億
円
程
度
と
言
わ
れ
、

事
業
化
で
は
金
融
機
関
の
役

割
が
重
要
に
な
る
。
県
内
金

融
機
関
は
環
境
分
野
の
専
任

者
を
置
く
な
ど
融
資
体
制
を

強
化
し
、
企
業
の
期
待
に
応

え
て
い
る
。

　
千
葉
銀
行
は
９
月
に
県
内

地
銀
初
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
融
資

商
品
「
ち
ば
ぎ
ん
エ
コ
・
パ

ワ
ー
」
を
発
売
。
太
陽
光
の

ほ
か
風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ

マ
ス
、
地
熱
を
融
資
対
象
と

し
、
最
長

年
の
長
期
貸
し

付
け
を
行
う
。
事
業
者
の
売

電
収
益
を
安
定
化
す
る
た
め

に
変
動
金
利
だ
け
で
な
く
固

定
金
利
も
用
意
し
た
。
「
想

定
以
上
の
引
き
合
い
が
あ

る
」

法
人
営
業
部
成
長
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
室

。

　
京
葉
銀
行
は
８
月
か
ら
全

支
店
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
融
資
活

動
を
開
始
。
約
３
カ
月
間
で

相
談
件
数
は
約

件
、
融
資

成
約
は
６
件
と
実
績
を
積
み

上
げ
て
い
る
。
新
昭
和
市
原

発
電
所
へ
の
融
資
が
そ
の
代

表
だ
。
「
倉
庫
業
や
建
材
業

か
ら
、
自
社
施
設
の
屋
根
や

遊
休
地
で
発
電
し
た
い
と
い

う
相
談
が
多
い
」

営
業
渉

外
部
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ

と
い
う
。

　
千
葉
興
業
銀
行
も
営
業
統

括
部
の
ナ
レ
ッ
ジ
企
画
室
が

中
心
に
な
り
Ｆ
Ｉ
Ｔ
向
け
融

資
を
推
進
し
て
お
り
、
具
体

的
な
案
件
も
多
い
。
企
業
か

ら
は
「

事
業
の
収
益
で
融

資
判
断
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
融
資
で

き
な
い
か
と
い
う
相
談
が
多

い
」

同
企
画
室

と
い

い
、
今
後
は
債
権
保
全
の
仕

組
み
を
含
め
実
現
可
能
か
検

証
し
て
い
く
。

　
商
工
中
金
は
６
月
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
向
け
の
特

別
貸
付
制
度
を
創
設
。
経
済

産
業
相
の
設
備
認
定
を
受
け

た
発
電
事
業
者
に
、
設
備
資

金
や
売
電
事
業
の
運
転
資
金

を
貸
し
付
け
る
。
中
小
企
業

組
合
な
ど
も
対
象
に
し
、
金

利
優
遇
を
実
施
し
て
い
る
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
太

陽
光
な
ど
の
非
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
や
省
エ
ネ
対
策
へ

の
融
資
制
度
「
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
資
金
」
を
提

供
。
中
小
企
業
の
場
合
、
最

長

年
で
最
大
７
億
２
０
０

０
万
円
を
融
資
し
、
同
制
度

を
活
用
し
売
電
事
業
に
参
入

す
る
企
業
も
多
い
。

　
売
電
事
業
で
は

年
に
渡

る
事
業
期
間
、
天
候
不
順
や

自
然
災
害
、
維
持
管
理
の
手

間
な
ど
多
く
の
リ
ス
ク
が
存

在
す
る
。

　
各
金
融
機
関
は
セ
ミ
ナ
ー

や
個
別
相
談
を
通
じ
て
Ｆ
Ｉ

Ｔ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
に
努
め
て
い
る
。
ま
た

設
備
保
険
や
日
射
量
補
償
を

提
供
す
る
保
険
会
社
と
の
連

携
も
盛
ん
だ
。

エ
ー
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
東
京

都
の
施
設
に
寄
贈
し
た
、
太

陽
電
池
で
動
く
ジ
オ
ラ
マ
。

環
境
教
育
に
役
立
て
る

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
市

場
の
拡
大
で
、
県
内
の
中
小

企
業
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
っ
て
い
る
。
売
電

事
業
へ
の
参
入
だ
け
で
な

く
、
創
エ
ネ
機
器
や
省
エ
ネ

機
器
事
業
を
開
始
す
る
企
業

も
多
い
。

　
ビ
ル
用
天
窓
で
国
内
最
大

手
の
特
殊
技
研
金
属

旭

市

は
創
エ
ネ
機
器
に
参

入
。
太
陽
光
を
自
動
追
尾
す

る
蓄
電
池
付
き
の
太
陽
光
パ

ネ
ル
を

月
に
発
売
し
た
。

開
発
で
は
天
窓
分
野
で
培
っ

た
太
陽
光
追
尾
技
術
や
電
動

制
御
技
術
を
応
用
し
た
。
固

定
式
パ
ネ
ル
に
比
べ
発
電
量

が
最
大
２
倍
に
増
え
る
利
点

が
あ
り
、
工
場
や
自
治
体
の

防
災
対
策
の
ほ
か
、
狭
小
地

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
用
途
に
も

引
き
合
い
が
多
い
。

　
エ
ー
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

松

戸
市

は
主
に
家
庭
向
け
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
販
売
施
工

を
手
が
け
る
。
現
在
の
月
間

施
工
実
績
は
平
均
約
２
８
０

件
。
「
漸
増
傾
向
に
あ
る
」

相
原
英
二
社
長

施
工
件

数
の
理
由
は
、
地
域
密
着
型

の
販
売
体
制
。
む
や
み
に
規

模
拡
大
を
図
ら
ず
関
東
圏
で

事
業
基
盤
を
築
き
、
施
工
後

の
定
期
訪
問
な
ど
も
重
ね
て

信
頼
を
得
て
い
る
。

　
同
社
は
太
陽
光
発
電
技
術

を
通
じ
た
社
会
貢
献
活
動
に

も
積
極
的
だ
。
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
の
電
力
で
鉄
道
模
型
が

動
く
ジ
オ
ラ
マ
を
作
成
し
、

月
中
旬
に
東
京
都
の
中
央

防
波
堤
埋
立
処
分
場
に
無
償

提
供
し
た
。
同
施
設
に
社
会

科
見
学
で
訪
れ
る
小
学
生
へ

の
環
境
教
育
に
活
用
し
て
も

ら
う
。
相
原
社
長
は
「
要
望

が
あ
れ
ば
他
の
施
設
に
も
無

償
提
供
し
た
い
。
子
ど
も
た

ち
が
太
陽
光
発
電
を
正
し
く

理
解
す
る
手
助
け
が
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　
Ｚ
Ｕ
Ｃ

ザ
ッ
ク
、
千
葉

市
若
葉
区

は
６
月
に
蓄
電

機
能
付
き
配
電
装
置
「
エ
ネ

グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
」
を
発

売
。
系
統
電
力
や
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
電
力
を
内
蔵
電
池
に

蓄
え
、
非
常
時
に
使
用
で
き

る
。
双
方
の
出
力
電
圧
な
ど

か
ら
、
供
給
電
源
の
効
率
性

を
自
動
判
断
。
シ
ス
テ
ム
は

家
庭
用
と
業
務
用
の
２
種
類

で
、
蓄
電
可
能
容
量
５
７
６

０

時
の
電
池
を
内
蔵
し
た

場
合
、
一
般
家
庭
の
電
力
消

費
量
１
日
分
の
電
気
を
た
め

ら
れ
る
。
今
年
、
ス
リ
ラ
ン

カ
で
現
地
法
人
を
設
立
し
工

場
建
設
に
着
手
し
た
。
山
田

忠
社
長
は
「
将
来
的
に
現
地

に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
も

作
り
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
建
設
用
鋼
材
の
加
工
販
売

を
手
が
け
る
松
山
鋼
材

旭

市

は
、
高
耐
食
性
め
っ
き

鋼
材
と
自
社
開
発
の
ボ
ル
ト

式
胴
縁
「
み
け
ど
う
ぶ
ち
」

を
組
み
合
わ
せ
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
用
架
台
を
開
発
。
ボ
ル

ト
式
な
ら
で
は
の
短
期
施
工

と
耐
久
性
の
高
さ
が
評
判
と

な
り
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
向
け

の
受
注
が
相
次
ぐ
。
社
員
を

積
極
的
に
採
用
し
て
増
産
に

対
応
し
て
い
る
。


